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（訂正）「平成20年５月16日付「過年度決算短信等の修正に関するお知らせ」の 
一部追加についてのお知らせ」の一部訂正について 

  

 

平成20年５月19日付「平成20年５月16日付「過年度決算短信等の修正に関するお知らせ」の

一部追加についてのお知らせ」に一部訂正がございますので、その訂正内容を下記のとおりお知ら

せいたします。 

 

 

記 

 

 

１．訂正箇所①（訂正箇所には、下線を付しております。） 

 

社内調査 会計最終報告（別紙添付資料）９頁 ４行目 

６．不適切な会計処理の疑いがある案件の内容及びその変更すべき会計処理 

(2)Ｂ社 

②売上高計上時期と売上高 

修正前売上原価 
 

【訂正前】 

なお、売上原価及び仕掛品は、Ｇ社案件（30頁に記載）の外注費として処理された費用が

が含まれており、この修正処理については30頁頁以降を参照のこと。 

 

【訂正後】 

なお、売上原価及び仕掛品は、Ｇ社案件（30頁に記載）の外注費として処理された費用が

が含まれており、この修正処理については30頁以降を参照のこと。 

 



２．訂正箇所②（訂正箇所には、下線を付しております。） 

 

社内調査 会計最終報告（別紙添付資料）14頁 10行目 

６．不適切な会計処理の疑いがある案件の内容及びその変更すべき会計処理 

(3)Ｃ社 

①概要 

契約金額 
 

【訂正前】 

0.563億円、コンバージョン作業：9.722億円（最終的にはコンバージョン作業は、Ｃ社の
子会社であるＹ社が自制した金額 0.45663 億円及びＹ社が他の会社との契約に切り替えた金
額 0.996億円を差し引いた 8.26937億円となった。） 
 

【訂正後】 

0.563億円、コンバージョン作業：9.722億円（最終的にはコンバージョン作業は、Ｃ社の
子会社であるＹ社が自製した金額 0.45663 億円及びＹ社が他の会社との契約に切り替えた金
額 0.996億円を差し引いた 8.26937億円となった。） 
 

 

３．訂正箇所③（訂正箇所には、下線を付しております。） 

 

社内調査 会計最終報告（別紙添付資料）31頁 15行目 

６．不適切な会計処理の疑いがある案件の内容及びその変更すべき会計処理 

(7)Ｇ社 

②本事案における事実関係と会計処理等に関する問題点の整理 

Ｇ社が連結対象子会社となるかどうかの判定 
 

【訂正前】 

したがって、当社元社長が、自己の計算で経営していたＧ社を、当社の一部の役職員を使っ

て運営を補佐させていた実態はあるものの、当社が会社としてＧ社の意思決定機関を支配して

いたと判断できる。よってＧ社は当社元社長と一体としてみることは格別問題なく、当社の子

会社ないしは関連会社とはいえない。 
次に、Ｇ社の経営状態が悪化し当社へのリース料の支払いが困難になったため、Ｔ社に対し

て外注費の名目で支払いが行われた平成 14年 7月 22日の役員異動後において、当社の子会
社に該当するかどうかの判定を行う。 

 

【訂正後】 

したがって、当社元社長が、自己の計算で経営していたＧ社を、当社の一部の役職員を使っ

て運営を補佐させていた実態はあるものの、当社が会社としてＧ社の意思決定機関を支配して

いたと判断できない。よってＧ社は当社元社長と一体としてみることは格別問題なく、当社の

子会社ないしは関連会社とはいえない。 

次に、Ｇ社の経営状態が悪化し当社へのリース料の支払いが困難になったため、Ｔ社に対し

て外注費の名目で支払いが行われた平成 14年 7月 22日のＧ社の役員異動後において、当社
の子会社に該当するかどうかの判定を行う。 

 

 

以  上 


